
ミネトワダカワゲラ Scopuramon，郎naMaruyamaの探摸
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私はカワゲラ自の糸統的位骨量および科レベルでの系統関係を明らかにすることを目的に、カワゲラ織の版発

生や殿様迭の比較を行ってきた (Kishimoto，1987， 1996; Kishimoto呂凶 Ando，1985， 1986)。現在は、その一環

とじて、 トワダカワゲラ終の経発生と著書議迭について譲察を行っている。トワダカワゲラ草寺の著書議迭について

はKom泌総(1956)、K品waiand Isot湾(1984)、Endoand Matsuzaki (19合6)とKishimoto(l告96)の報告があ

るが、部援{結着殺のある撲や卵殺など〕についての記載は不十分である。ここでは、ミネトワダカワゲラ

Scopura mont.郎 aMaruyam昌の卵構造について、現在までに得られた匁兎会報告するa

トワダカワゲラ終は、お本と穀鮮半嘉にのみ分;おする 1霧 5獲からなる小さな群であ号、 E意向で3立北海道、

本列iからそれぞれ2麓の分布が知られている (Uchidaand Maruyama， 1987)。この科の足立5誌はすべて然勉君主で¥

幼虫i土山地から高山殺の水j獄の低い、小さな流れや湧*.に主主段、する O 本科の昆虫はその特奨な形態、:4:息環境

の持殊性から発見当初より投尽きれ、憾のカワゲラ類Lこ比べて分布やさ主治交に隠する綴究はよく行なわれてき

た (Komatsu，1970)。しかし、本科の系絞的佼音壁iこ関しては未だに意見はまさまっていない{むeno，1938; Cl鈴蘭

苦吉弘 1940;.Ricker・， 1950; IIlies， 1965; Zwick， 1973; Brodsky， 1982; Nelson， 1984)。

ミネトワダカワゲラは、長野!築小際部真凶四f事若手の大明神沢』こ流入する細流から探然した。採集したi般の総

潔管より務部で取りだした絡め惣に、言葉験室内の鎚育下で産目下されたものも材料として燭いた合

ミネトワダカワゲラの卵は 章受も内保iの卵繁燦を含めて 3縫類の膜iこ著襲われている。 以下に外側 2緩め鎮の

表面f譲渡と発生;こ伴う変化を述べる。

害警色透号容の外f壌の綴i立主義ちか〈粘議性会主謀ちる。この設費により、立文$1こ語表下された燃は水中の苔などに付毒き

することになる O この草案は~下後、わずかに襲撃らみ、発生が滋むと破れやすくなるが、寸ぐに清失することは

なく、幼虫が誇主化ずるまで、残っている場合もある。畿の表部は滑らかで¥Pteronarcysproteusや Kamimuria

識怠訟の最外援の卵撲にみられるまうな、際会表』二分布する米主主務ヤキノコ苦手をした小焚怒号診は観察されない

包1iller，1939; 1王ishimoto関誌Andoパ雪85)0また、一方の君事事重{裁誕欝か後議事警かは淡をのところ不明〉に多

角形からなる豪雪§状の刻印綴t設があり、そのや心から少し離れたところにや'L、を強むようにして蜜径約 2PI廷の

数値の小孔が観察される(Figs.i， 2) 。これらの小孔~;l:JJpr可と考えられるが、他のカワゲラ卵では最外織の粘着

性のある1英に卵門は事長認されていない。

i有意書の撲は外務の3誌とi湾機Eこ紫色漆寄与で、わずかではあるが私着性がある。 ID覧表部i立外然の擦と塁悪なり、主幹

球形あるいは指状の小さな炎童話物jが会体に散殺する (Fig.3)。卵門は現在までの観察では線認されていなし'0

この際も発生が進むとわずかに膨らむため、卵とこの撲の関iこ関燃ができる。この燦i立幼虫が鯵fとするまで消

失することはなく、勝化時に卵前後納(*'従事由)方向に裂けるの

カワゲラJJs!まー綾的に粘緩{設のある膝 (geI柑no官smembrane、gelatinoussheatあるいはjeIly∞atなどと呼

ばれる)と硬い卵殻によって被われている。ミネトワダカワゲラの外側lと内側jの卵膜l則自のカワゲラ織の粘着

径のある草案と卵殻にそれぞれ相当すると考えられる。粘着性のある践は、稜によっては、選下後しばらくして

本 Abstractof paper read at the 32:nd Annual Meeti担露。fAtthropod皐nE由 bryologicalSociety of Jap皐百， M'可訪問.31， 1号幸容

(Hato担osu，Tokyo). 
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Figs. 1-3 SEM micrographs of Scopura montana egg. 1. Whole egg. 2. Polygonal pattern and micropyles. 3. 

Endo-and exo-envelopes. En: endo-envelope， Ex: exo-envelope， Mp: micropyle. Scales 1， 2， 100 

μm; 3， 10μm 

消失することが知られている。今回、ミネトワダカワゲラ卵で、粘着性のある膜に卵門、内側の膜 (卵殻)に

小さな突起物の散在することが確認されたが、これらはカワゲラ卵での初めての報告である。今後、透過型電

子顕微鏡による観察も含めて、さらにミネトワダカワゲラ卵の詳細な検討を行っていくつもりである。
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